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しなの鉄道「北しなの線」の開業に向けて

地域とともに、北しなの線が出発！

■利用促進への取り組み
　北しなの線の利用促進に沿線地域一体となって取
り組むことを目的とした任意協議会「しなの鉄道北
しなの線運営協議会」を平成 26 年に設立しました。
沿線自治体の住民組織、行政機関（信濃町、長野市、

飯綱町、飯山市、妙高市、長野県）と関係団体、事
業者（しなの鉄道）で構成されており、今後この運
営協議会を中心に、沿線地域の協力のもと利用促進
事業を展開していきます。
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しなの鉄道「北しなの線」（長野－妙高高原間）は、北陸新幹線長野・金沢間とともに 3 月
14 日に開業となります。町では、沿線の自治体や関係団体、事業者のしなの鉄道とともに開
業準備を進めてきました。私たちの生活になくてはならない「北しなの線」を、将来にわたっ
て存続し、安定した経営を構築するには、多くのみなさんが利用し、地域に愛される鉄道で
なくてはなりません。運営にあたっては、安全な運行と利用者の利便性の確保についてでき
る限り務めます。みなさんのご協力とご理解をお願いします。
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「利用者よし、地域よし、事業者よし」となるように
努力してまいります
　いよいよ、3 月 14 日の北しなの線開業が迫ってまいりました。昨年末には、

運賃とダイヤを発表し、地域の皆様には具体的なイメージをもっていただけ

るようになったと思います。当社では、円滑な開業のためにＪＲの営業・運行

体制を継承しつつも、お客様のニーズを踏まえて、列車の増便や運賃の割引

などを行うとともに、沿線市町に駅業務を受託していただく中で、今後、利

用促進をはじめとして駅を中心に多様な事業を展開してまいります。

　当社は、沿線自治体等を株主とする第三セクターであり、効果的に事業を

行うには地域と連携した取組みが欠かせないことから、安全・安定輸送はもち

ろんのこと、「地域に生きる」を変わらぬ使命とする旨を経営理念に掲げてお

ります。近江商人の心得として「三方良し」という言葉がありますが、当社とし

ても「利用者よし、地域よし、事業者よし」となるように努力してまいりますの

で、引き続き皆様のご支援をお願い申し上げます。

長野市 飯綱町 飯山市 妙高市 長野県 しなの鉄道

しなの鉄道株式会社 代表取締役 

社長　藤井　武晴 氏
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【特集】北しなの線開業

関係団体
（住民組織等 )
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■観光列車ろくもん記念乗車の募集

○乗車日　3 月 22 日日
○行　程　妙高高原駅発・長野行（片道運転）
○乗車駅　妙高高原または黒姫駅
○降車駅　古間駅～長野駅の各駅（降車場所は自由）
○募集人員　70 名様（ペア 35 組様）
○応募資格　信濃町、長野市、飯綱町、妙高市に在
住の方
○応募方法　はがきに郵便番号／住所／氏名／年齢
／電話番号（自宅・携帯）／乗車希望駅（妙高高原ま
たは黒姫）を明記の上、応募してください。
○募集期間　2 月 2 日月～ 2 月 20 日金（必着）
○抽選方法　2 月下旬に抽選を行い当選者を決定し、
案内状を 3 月上旬に送付します。

詳細はホームページへ http://www.shinanorailway.co.jp/
問〒 386 ｰ 0018　上田市常田 1-3-39
しなの鉄道（株）北しなの線開業準備室 北しなの線
ろくもん記念乗車係　☎ 0268（80）0047

■北しなの線開業記念イベント
○ 3 月 14 日土の開業日は、長野駅で沿線全体の出発
式を行います。3 月 22 日日には、沿線各駅で開業記

念イベントを計画しています。詳しくは、別途お知ら
せします。

■その他

●冬期間（12 月中旬から 3 月中旬まで）は、しなの鉄
道職員 2 名が除雪対応等のため終日常駐し、安全な運
行を確保します。
●近距離の乗車券については、自動券売機での購入が
可能ですので心配ありませんが、ＪＲの遠距離乗車券

（新幹線、特急の乗車券や座席指定券など）の購入を
心配される方が多いと思います。遠距離乗車券の購入

方法などについては、その不安が取り除けるよう案内と
対応をＪＲにお願いしています。
●駅のご利用にあたっては、待合室やトイレなど節度
あるご利用をお願いします。
●時間に余裕をもってお越しいただき、安全にご乗車
いただきますようお願いします。時間ぎりぎりでの駆け
込み乗車はご遠慮願います。

■ 3 月14 日より高校生の鉄道通学定期を補助します！

　しなの鉄道北しなの線等の開業により、運賃が引き
上げになります。町では、鉄道で通学する高校生の保
護者の負担軽減を図るため、高校生の通学定期運賃に
対して補助を行います。
■補助対象者

　信濃町に居住し、町内から高校等まで鉄道（新幹線
を除く）で通学する高校生の保護者（当該通学定期に
対して、この事業以外の補助を受けている者を除く）
※高校生とは、学校教育法で規定する高等学校、特
別支援学校（高等部に限る）、高等専門学校（第１学
年から第３学年までに限る）、専修学校（高等課程に限
る）に通学する 20 歳未満の方です。
■補助対象路線

　町内から通学する全区間の鉄道路線（新幹線を除く）
が対象です。しなの鉄道（北しなの線・しなの鉄道線）、
えちごトキめき鉄道（妙高はねうまライン）、ＪＲ（飯
山線、篠ノ井線）、長野電鉄長野線の通学定期券につ
いて補助申請ができます。
■補助率及び補助期間

　鉄道通学定期券の購入額の 20% を乗じた額（100
円未満切り捨て）を補助します。申請できる通学定期は、
しなの鉄道開業日の3月14日以降に有効な定期券とし、

高校在学期間を限度とします。
■補助申請の方法

　定期券購入後、申請書に必要事項を記入押印し、速
やかに教育委員会子育て支援係に申請してください。
その際、購入した通学定期券の写し、在学証明書また
は学生証の写しを必ず添付してください。
※指定の申請様式は、信濃町役場、しなの鉄道黒姫
駅に備え付けるほか、信濃町ホームページからもダウ
ンロードできるようにします。
■その他

詳細は信濃町ホームページまたは総務課まちづくり企
画係へ ☎（255）5920

対象地区 日程 時間 場所
野尻地区 2 月 6 日金 10:00 ～ 11:30 野尻湖支館 2 階大会議室

柏原地区 2 月 6 日金 13:30 ～ 15:00 信濃町総合会館 2 階大ホール

信濃町全域 2 月 6 日金 19:00 ～ 20:30 信濃町総合会館 2 階大ホール

富士里地区 2 月７日土   9:30 ～ 11:00 富士里支館 2 階大会議室

古間地区 2 月７日土 13:30 ～ 15:00 古間地区交流施設大会議室

信濃町全域 2 月７日土 19:00 ～ 20:30 信濃町総合会館 2 階大ホール

イベントの
お知らせ

※対象地区は参集人数を分散するために指定しています。都合により対象地区以外に参加いただいても構いません。

■北しなの線開業記念に関するイベント情報 ― ぜひお出かけください！

■しなの鉄道北しなの線開業についての説明会を開催します

　しなの鉄道株式会社と町で、今後の駅運営などについての説明会を開催します。ＪＲ信越線からしなの鉄道北しなの
線に変わり、何が変わるのか不安をお持ちの方も多いと思います。ぜひ参加ください。

【特集】北しなの線開業

■普通運賃（単位：円）
妙高高原 黒姫 古間 牟礼 豊野 三才 北長野 長野

黒姫 240 － 230 250 420 510 550 640
古間 290 230 － 240 330 420 480 570

妙高高原 － 240 290 420 590 680 750 830

種類 牟礼 豊野 三才 北長野 長野

黒
姫

１か月 6,360 10,120 10,900 11,080 11,320
３か月 18,130 28,850 31,070 31,580 32,270
６か月 34,350 54,650 58,860 59,830 61,130

古
間

１か月 5,290 8,100 10,120 10,900 11,140
３か月 15,080 23,090 28,850 31,070 31,750
６か月 28,570 43,740 54,650 58,860 60,160

妙
高
高
原

１か月 10,120 11,140 11,670 11,850 12,630
３か月 28,850 31,750 33,260 33,770 36,000
６か月 54,650 60,160 63,020 63,990 68,200

種類 牟礼 豊野 三才 北長野 長野

黒
姫

１か月 8,890 15,180 18,140 20,000 22,960
３か月 25,340 43,270 51,700 57,000 65,440
６か月 48,010 81,980 97,960 108,000 123,990

古
間

１か月 8,520 12,220 15,180 17,400 20,740
３か月 24,290 34,830 43,270 49,590 59,110
６か月 46,010 65,990 81,980 93,960 112,000

妙
高
高
原

１か月 15,180 21,480 24,440 26,660 29,990
３か月 43,270 61,220 69,660 75,990 85,480
６か月 81,980 116,000 131,980 143,970 161,950

■通学定期運賃（単位：円） ■通勤定期運賃（単位：円）

■北しなの線の開業により、運賃が下表のとおり変わります

※しなの鉄道の公表料金表より
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向上心を有しながら、経済的理由により、修学が困

難である学生のために、教育機会の均等を図る目

的で、町では平成 27 年度から奨学資金の貸付事業をス

タートさせます。

■平成 27 年度の募集受付期間

4 月 1 日水～ 4 月 20 日月 （必着）

■貸付対象者　5 名以内（申込者が 5 名を超えた場合

は、選考委員会により選考いたします）

■資格の要件　以下の条件を全て満たしていること

①本人または本人と生計を一にする者が、町内に１年以

上居住している者で、町税などの滞納がないこと

②学校教育法の規定に基づく大学（夜間、通信による学

部を除く）、短期大学、高等専門学校（第 4・5 学年に限

る）および専修学校（専門課程に限る）に在学または在学

を予定の者

③人物・学力ともに優れ、健康であって、かつ学費の支弁

が困難と認められる者

④在学または出身学校長が推薦した者であること

⑤日本学生支援機構等他の団体から学資の貸付け、給付

を受けていないこと

■貸付の条件 

①大学、短期大学および専修学校等に在籍する者に対し

て、年額 60 万円を年 4 回に別けて貸付をする

②貸付期間は、平成 27 年 4 月から最短修学年限の卒業

期までとする

③貸付利子は、無利子とする

■返済の方法

①卒業した日の属する月の翌月から起算して 12 か月

経過した後から、貸付金の総額を 18 万円で除した年数

（小数点以下切り上げ）以内に月賦、半年賦または年賦で

返済しなければならない。ただし、全額または一部を繰

り上げ償還することができる

②卒業後、町内に居住してからの貸付金の償還期間が

10 年を経過し、引き続き町内に居住している場合、償還

未済額を免除します

詳細は子ども支援係へお問い合わせください。

まちの話題　Town Topicsまちの話題　❷ Town Topics

平成 27 年 1 月 1 日より

 副町長に和田勇人氏が就任しました
Topics

平成 27 年 4 月から子育て支援の充実のために

 放課後児童クラブが大きく変わります !
Topics

町では小学校入学を機に、共働き家庭で仕事と育児

の両立が困難になる「小１の壁」を解消して、保護

者が安心して働ける子育て支援を充実させるため、平成

27 年度から放課後児童クラブの運営を変更します。

■小学 1 年生から 6 年生まで対象を拡充　

　これまで放課後児童クラブは、小学 1 ～ 3 年生を対象

にしていましたが、対象を拡充し小学 1 ～ 6 年生の児童

が、利用できるようになります。

■本館と分室の 2 ヶ所を開設　

　現在の信濃町児童クラブを「信濃町放課後児童クラブ

本館」と位置付け、新たに、地域交流施設内（旧古間小学

校）に「信濃町放課後児童クラブ分室」を開設します。

　平日の放課後は、本館を小学 1 ～ 3 年生が、分室を小学

4～6 年生が利用します。また、夏休み等の学校休業日は、

分室を全学年が利用するようになります。

■開設時間を延長　

　これまでより、朝・夕 30 分、開設時間を延長します。保育

園の延長保育時間と同じ開設時間になりますので、小学校入

学を機に働く時間を変更する必要がなくなります。

■第２土曜日に開設　

　保護者からの要望に応えるため、毎月第 2 土曜日の 7：30

～19：00 まで開設します。

■利用料等を変更　

　これまで児童クラブを利用するとおやつ等の負担として、

平日150 円、学校休業日 300 円がかかりましたが、平成 27

年 4 月から右表のとおりとなります。

問教育委員会 子ども支援係 ☎（255）５９２３

法務大臣から委嘱

 人権擁護委員に清水岳美氏を再任
Topics

信濃町の 4 名の人権擁護委員のうち清水岳美氏が、12 月 31 日で任期満了と

なりました。それに伴い、法務大臣より清水岳美氏が再任されました。人権

擁護委員は、国民の基本的人権、生命や自由などの権利が侵犯されることのないよ

うに監視し、その救済措置を講じるとともに、人権思想の普及高揚を図ることを使

命としています。人権についてお困りのことは、人権擁護委員までお気軽にご相

談ください。

■みんなの人権 110 番　0570 ｰ 003 ｰ 110 ／■子どもの人権 110 番　0120

ｰ 007 ｰ 110 ／■女性の人権ホットライン　0570 ｰ 070 ｰ 810（全国共通）

問住民福祉課 福祉係　 ☎（２５５）１１７９

平成 26 年 12 月に開催された信濃町議会で、副町長の選任に関する議案

が同意され、和田勇人氏の就任が決定しました。和田副町長は、昭和

49 年に信濃町役場に入庁。総務課長や会計管理者などを務めました。今後、

横川町長の補佐役として、町発展のために町政運営の遂行にあたります。

■就任のあいさつ

　町長の選任を受け、議会の同意をいただいた中で、1 月 1 日より副町長を

拝命いたしました。町長が掲げる「信頼と活力あるまちづくり」を基本に、私

も含め職員全員が全体の奉仕者としての認識を持ち、住民の皆様に明るく元

気に懇切丁寧な説明をすることが、住民福祉の向上につながる第一歩ではな

いかと思います。一生懸命に務めさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。

町による奨学資金の貸付事業をスタート

 信濃町奨学金奨学生を募集します
Topics

■平成 27 年 4 月からの利用料金
対象者 区分 おやつ代（日） 活動費（月） 利用料（月）

低学年
1 ～ 3 年生

平日 100 円
0 円

1，000 円
休校日 200 円

高学年
4 ～ 6 年生

平日 0 円 500 円

休校日 200 円 0 円

問教育委員会 子ども支援係　☎（２５５）５９２３

◆平成 27 年度の児童クラブ入会説明会を開催

日時 : 2 月10 日火　19:00 ～ 20:00

場所 : 総合会館 2 階大ホール

※来年度、利用を希望される方は、お越しください。

児童クラブ分室では、今年度からスタートした小学 4～ 6年生を
対象にした「放課後子ども教室」と一体で児童クラブの活動を行う予
定でいます。
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　町では、今回決定した計画の案について、住民の

みなさんからご意見・ご提案をお聞きし、より良い計

画にしていきたいと考えております。

　計画の素案については、総務課窓口と各公民館で

閲覧できるほか、町ホームページでご覧いただけま

す。ぜひ、みなさんのご意見・ご提案をお寄せください。

■提出方法

総務課まちづくり企画係あてに、次のいずれかの方

法でお寄せください。

①ＦＡＸ：(255)6103

②メール：kikaku@town.shinanomachi.nagano.jp

③郵送または直接、まちづくり企画係窓口へ

■募集期限　2 月 10 日火

■問い合わせ・意見提出先

〒 389-1392 信濃町大字柏原 428-2 信濃町役場総

務課まちづくり企画係

■意見書様式

総務課窓口または各公民館でお渡しします。また、

町のホ－ムページからダウンロードいただけます。

■あらかじめ、ご了承ください

①お電話によるご意見は受け付けておりません。

②お寄せいただいたご意見に対しての、個別の回答

はいたしません。

③お寄せいただいたご意見は、個人が特定されない情

報としてホームページ等で公開させていただきます。

まちの話題　Town Topicsまちの話題　❷ Town Topics

問総務課 まちづくり企画係 ☎（２５５）５９２０

町の将来像やまちづくりの方向などを長期的な視点でまとめた計画

 信濃町第 5 次長期振興計画 後期計画の案を決定
Topics

町では、平成 27 年度から 31 年度までのまちづくりの指針となる「信

濃町第 5 次長期振興計画　後期基本計画」を策定中です。

前期計画（平成 22 年度から 26 年度まで）の評価や住民アンケート等をも

とに、役場の庁内策定委員会と外部有識者からなる審議会において検討し

てきましたが、この度、計画の案がまとまりましたのでお知らせします。

　今後、住民の皆さんからの意見募集や審議会を経て、修正・決定される予

定です。

「快適定住環境」のまちづくり
住みたくなる生活環境づくりと定住・移住の支援

重要テーマ１

「生涯健康」のまちづくり
安心できる健康づくり・医療体制の確立

重要テーマ 2

「子ども」が輝くまちづくり
子どもを産み育てやすい子育て・教育環境の整備

重要テーマ 3

「元気産業」のまちづくり
雇用の場の創出と活力の向上に向けた地域産業の振興

重要テーマ 4

1,617

7,131

2,607

1,280

6,241

2,858

1,113

5,813

3,001

1,002

5,155

3,081

平成 7 年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年

単位：人

（信濃町の人口推移　出典：国勢調査）

■年少人口（15 歳未満）／■生産年齢人口（15

～ 64 歳）／■老年人口（65 歳以上）

　 平 成 31 年 度 に お け る 町 の 人 口 推 計 は

8,000 人程度と予想されます。本計画では、

平成 21 年度に住民のみなさんと共に定めた

人口目標 10,000 人を継続し、魅力的ある町

づくりに引き続き取り組んでいきます。

将来目標人口 10，000 人を
継続して目指します

信濃町第 5 次長期振興計画 長期基本計画へのご意見を募集します

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

第５次長期振興計画

基本構想
の概要

平成 27 年度～ 31 年度

○将来像（前期計画から継続）

美しい　おいしい　安心豊か　自然の恵

みを楽しむ町

～「信濃町出身です」と誇れるふるさと～

○人口目標（前期計画から継続）

10,000 人（平成 31 年度）

○重点テーマ（新たに設定）

人口減少問題への対応を最重要課題とし

て、下記のテーマを設定しました。

お母さん
のメッセージ
　　付き！

 　げ ん き っ こ

 Genkikko
　　　１歳半児健診に来てくれた
　　　　　おともだち

２月
大
おおもり

森 新
あ ら た

太ちゃん（富濃）
お母さん：園美さん

たくさん遊び、たくさん食
べ、のびのびと大きく育っ
てね。

BOY

大
おおかわ

川 歩
あ お い

生ちゃん（柏原）
お母さん：彩さん

元気いっぱい食いしんぼ
うなあおいくん！これから
もたくさん食べてすくすく
育ってね♪

BOY

北
きたむら

村 優
ゆうせい

成ちゃん（穂波）
お母さん：麻美さん

こんなに大きくなりまし

た。お兄ちゃんと仲良く

遊んで下さいなぁ。

BOY

乙
おとまる

丸 楓
ふ う か

華ちゃん（平岡）
お母さん：麻衣子さん

いつも家族を笑顔にして
くれる楓華さん。これから
も元気にスクスク大きく
なってね♡

GIRL

勝
かつざわ

澤 夢
ゆ あ

空ちゃん（大井）
お母さん：愛さん

ゆあちゃん１歳半おめで
とう！これからも元気で
明るい笑顔いっぱいで遊
ぼうね！！

GIRL

小
こばやし

林璃
り お と

央斗ちゃん（柏原）
お母さん：みゆきさん

いつもやんちゃで、絵本や

消防車が大好きなりおと。

たくさん食べて、大きく

なぁーれ♪

BOY

11,355
10,391

9,927
9,238
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申
告
に
必
要
な
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
な
る
べ
く
指
定
の
日
時
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
申
告
相
談
日
程
表
は
広
報
1
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
書
類
　
　   

　

■
平
成
26
年
中
の
所
得
が
分
か
る
書
類

◎
給
与
所
得
者
　
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

◎
年
金
所
得
者
　
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

◎
事
業
所
得
者
　
営
業
・
農
業
・
不
動

産
所
得
の
収
支
内
訳
書
（
収
支
・
経
費
の

詳
細
が
分
か
る
資
料
や
領
収
書
等
）

※
事
前
提
出
の
方
を
除
く

■
各
種
控
除
の
書
類

◎
医
療
費
控
除
　
領
収
書
な
ど

　
平
成
26
年
中
に
本
人
や
生
計
を
一
に

す
る
家
族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
が

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
　

※
支
払
っ
た
医
療
費
の
金
額
か
ら
保
険

等
で
補
填
さ
れ
た
金
額
を
差
し
引
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
書
類
も
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

①
社
会
保
険
・
共
済
等
か
ら
給
付
を
受
け

た
も
の
　（
例
）高
額
療
養
費
等

②
生
命
保
険
・
損
害
保
険
等
か
ら
給
付
を

受
け
た
も
の
　（
例
）損
害
費
用
保
険
金
・

医
療
保
険
金
・
入
院
給
付
金
等

☆
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
例
）予

防
接
種
料
・
文
書
料
・
補
聴
器
代
等

◎
社
会
保
険
料
控
除

　
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

◎
扶
養
控
除

　
配
偶
者･

扶
養
者
に
所
得
が
あ
っ
た
人

は
、
所
得
金
額
が
分
か
る
も
の

◎
生
命
保
険･

地
震
保
険
控
除

生
命
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

◎
雑
損
控
除
　
領
収
書
な
ど

※
地
震
に
関
す
る
雑
損
控
除
は
、
長
野

税
務
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
障
害
者
控
除

　
身
体
障
害
者
手
帳
／
療
育
手
帳
／
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
／
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
、
介
護
支
援
係
発
行

の
障
害
者
控
除
認
定
書
（
事
前
に
介
護
支

援
係
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
寄
附
金
控
除

　
寄
附
し
た
団
体
か
ら
の
受
領
書
な
ど

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　
住
宅
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書
な

ど
（
最
初
の
年
は
、
住
民
票
、
家
屋
の

登
記
事
項
証
明
書
な
ど
も
必
要
で
す
）

■
申
告
者
名
義
の
金
融
機
関
口
座
番
号

■
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
申
告
用

紙
が
あ
る
方
は
、
そ
の
申
告
書

■
印
鑑

2
月
16
日
～
3
月
16
日
の
間
、
役
場
で
申
告
相
談
を
実
施

所
得
税･

町
県
民
税
の
申
告
相
談

申告

問
総
務
課
税
務
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
１

長野税務署の確定申告会場
長野市若里市民文化ホール

所得税／贈与税／
個人事業者の消費税・地方消費税

長野市役所長野県庁

丹波島橋 長野日赤 バス停
日赤

バス停
ビッグハット前

犀川
長野大橋

信大工学部

県民文化会館

ビッグハット

ＮＨＫ

ＪＲ長野駅

国道 19号

国
道
18
号国道 19 号

国
道
１
１
７
号

若里市民文化ホール

申告会場

■2月22日日／3月1日日は、休日受付を
行います。
▪混雑状況により受付の締切時間を繰り上
げさせていただく場合があります。
▪会場は大変交雑するため、長時間お待ち
いただく場合がございます。
▪国税庁ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」を利用いただくと、自宅で確定
申告書が作成できます。印刷して送付やeｰ
Taxで送信（事前準備が必要）ができます。

▶開設期間　２月12日木～３月16日月（土日祝日除く）
▶受付時間　午前９時～午後４時

期間中は、長野税務署庁舎で
の申告相談は行っていません

■申告や会場についてのお問い合わせは
長野税務署 ☎(234)0111
（自動音声案内につながります）

平 成 27 年 1 月 1
日に信濃町にお住
まいでしたか？

信濃町での申告は必要ありません。
平成 27 年 1 月 1 日にお住まいの市
区町村に確認してください。

平成 26 年中に収入は
ありましたか？

非課税収入
障害者年金・遺族年金のみ

・別居親族の被扶養者（税法上）
・扶養に該当しない

同居親族の被扶養者（税法上）

住民税申告が必要
税証明が必要な場合や、国
民健康保険料や介護保険料、
後期高齢者医療保険料、保
育料、高額療養費の自己負担
限度額、各種医療助成制度等
の区分判定等に所得等が必
要な場合は税金がかからなく
ても申告が必要です。

収
　
入
　
の
　
種
　
類

給与

年金

事業
（農業・不動産・
営業・雑所得・
一時所得等）

・年金収入が 400 万円以上ある方
・年金収入以外の所得が 20 万円以上の方

・年金収入が 400 万円以下でその他の所得   
  が 20 万円以下の方
・年金収入のみで収入金額が 148 万円以上
  の方（65 歳未満の方は 98 万円）

・年末調整を行っていない方、または控
  除し忘れたものがある方
・給与収入が 2,000 万円を超える方
・給与を複数カ所からもらっている方

給与所得以外の所得が 20 万円以下の方

合計所得－所得控除＝マイナスの額

合計所得－所得控除＝プラスの額

いいえ

いいえ

はい

はい

■
ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
附
金

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

　
都
道
府
県
や
市
区
町
村
に
２
，

０
０
０
円
を
超
え
る
ふ
る
さ
と
納
税

（
寄
附
）
を
さ
れ
た
場
合
は
、
確
定
申

告
の
際
に
寄
附
金
控
除
と
し
て
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
方
が
、
発

行
さ
れ
た
領
収
書
等
を
お
持
ち
の
う

え
、
確
定
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

②
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
う
方
は
、

住
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

③
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
わ
な
い

方
は
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
寄
附
を
し
た

年
分
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
翌

年
分
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
平
成
49
年
ま
で
復
興
特
別
所
得
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
控
除
額
の
計

算
に
お
い
て
復
興
特
別
所
得
税
分
を

減
額
す
る
調
整
が
行
わ
れ
ま
す
。

住民税申告が必要

※このフローチャートは簡易に判断するものです。ご不明な場合は税務係にお問い合わせください。

確定申告が必要

住民税申告が必要

住民税申告が必要

確定申告が必要

住民税申告が必要

確定申告が必要

☑チェック！申告が必要なのかご確認を！

ス
タ
ー
ト

◆
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？

　
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に

貢
献
し
た
い
、
自
分
と
の
関
わ
り

が
深
い
地
域
を
応
援
し
た
い
と
思

う
自
治
体
に
「
寄
附
」
を
す
る
制

度
で
す
。

所得税の確定申告／住民税の申告はお早めに ◆申告が円滑に行えるよう、事業所得の「収支内訳」や医療費控除の「領収書」は事前に集計しておきましょう。
◆申告書に添付する必要がある給与 ･ 年金所得の源泉徴収票や各種控除の書類は大切に保管しておきましょう。
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Photo news
身近な出来事をお届け

※掲載された写真のデータをご希望の方は、記録媒体（CD-R／USBメモリなど）をご持参のうえ、総務課庶務係広報担当まで。（ただし、ご本人に限ります）

1月17日、阪神・淡路大震災発生から20年目を迎えまし

た。社会福祉協議会では、大震災の教訓を活かすために、1

月17日に「防災料理教室」などを開催。防災料理教室では、

災害で断水などしている状況を想定して、非常食を作りま

した。非常食というと、乾パンなどを思い浮かべますが、今

回は、自宅にある食材を有効利用した非常食を作りました。

災害救援用のビニール袋を使い、オレンジジュースやコー

ラ・お茶などを水代わりに使い、お米を煮ました。最後にみ

んなで出来上がった非常食の試食をしました。

災害時の非常食について学ぶ
「防災とボランティアの日」企画

「道の駅しなの」で1月11日、お正月恒例のもちつき大

会が開催されました。雪がちらちら舞う中でしたが、も

ちつき大会が始まる直前には、たくさんの親子連れでに

ぎわいを見せていました。子どもたちは自分の順番にな

ると、大きなきねを振るっておもちつきを楽しみました。

出来上がったおもちは、参加者や観光客に振る舞われ、親

子でおいしそうに食べていました。

もちつきでお正月を楽しむ
道の駅しなののもちつき大会

黒姫高原童話の森スノーウェーブで1月 18日、第 35

回黒姫高原クロスカントリースキー大会が開催されまし

た。小学生から大人まで、多くの人が大会に参加しまし

た。一般男子ではソチオリンピック代表のレンティング

陽
あきら

選手も参加して、世界レベルの滑りを披露しました。

澄んだ青空の中、コーチや親御さんの熱心な応援を背に、

選手たちは力走を見せていました。

白銀の世界を駆け抜ける
黒姫高原クロスカントリースキー大会

東京音楽大学の学生6名による「冬のコンサート」が1

月 17、18日に開催されました。18日は「道の駅しな

の」の食堂で開催され、大勢の方が演奏を聞きに足を運

んでいました。天候も良く黒姫山を眺めながらの6人

の演奏は心温まるひとひときとなりました。このコン

サートは東京音楽大学の学生たちによる「文化力発信プ

ロジェクト」によるものです。信濃町の民話を題材にし

た曲など、東京音楽大学と信濃町の地域交流を活かした

演奏会となりました。

心が温まるコンサート
東京音楽大学の学生による「冬のコンサート」

◉ フォトニュース ◉今 事来出の月

今冬は12月から1月にかけて、多くの雪が降っていま

す。1月22日、古間保育園を訪れると、園庭にもたくさ

んの雪が積もっていました。園庭で遊ぶ時間になると、園

児たちは真っ白な雪の中で、はしゃぎまわっていました。

雪だるまを作ったり、降り積もった雪を踏んで雪道を作っ

たりして、元気いっぱいです。園庭の斜面を利用した雪の

すべり台には、お友達と一緒にそりに乗る姿が見られ、勢

いよく滑り降りると歓声をあげていました。厳しい冬も

子どもたちにとっては、楽しい季節のようです。

元気いっぱいの子どもたち
古間保育園の雪遊び

柏原一茶通り商店会が、俳人小林一茶を活かした地域活性

化を図るために、一茶ストリート構想を立ち上げました。具

体的には黒姫駅より当商店街を通り一茶記念館を結んだエ

リアを「一茶ストリート」と命名し、街路灯をLEDに変えた

り、小林一茶を描いたシールと一茶ストリートのバナーを

街路灯に設置したりしました。この事業は経済産業省の「地

域商店街活性化事業」と「商店街まちづくり事業」を活用し

て実施。街路灯の光が夜の商店街を明るく照らしています。

街路灯が駅前通りを明るく照らす
一茶ストリート構想で駅前商店街を活性化

1月 11日、新春の伝統行事「どんど焼き」が、多くの

地域で行われました。雪が降り風も吹く天候の中で

したが、今年も各地区で盛大に行われました。柏原地

区の町3組では、各家庭から持ち寄った松飾り・しめ

なわ・だるま・書き初めなどが積み上げられ、点火する

と雪をものともせず、勢い良く火柱が立ちました。み

んなでどんど焼きを囲み、今年1年間の健康と安全を

願いました。

どんど焼きを囲み一年を願う
各地区で行われた伝統行事「どんど焼き」

レンティング陽選手（写真中央のゼッケン 18）

SHINANO  2015.2.1 12SHINANO  2015.2.113



Town Information町からのお知らせFeb

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
ア
ッ
プ
と
滞
納
の
解
消

期
限
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す

収納

働
く
方
の
生
活
を
支
援

住
宅
建
設
の
借
入
金
利
子
を
補
給
し
て
い
ま
す

住宅

■
対
象
者
　
平
成
26
年
内
に
、住
宅
金
融

公
庫
以
外
の
金
融
機
関
か
ら
住
宅
建
設

の
た
め
の
借
入
を
し
、
町
内
に
本
人
又
は

家
族
が
居
住
す
る
住
宅
を
新
築
又
は
増

改
築
し
た
方

■
対
象
建
物
・
所
得
等
の
条
件

①
建
築
延
べ
床
面
積
が
、
新
築
：
165
㎡
以

下
。
増
改
築
：
20
㎡
以
上
60
㎡
以
下

②
課
税
所
得
金
額
の
世
帯
合
計
が
400
万

円
以
下
、
か
つ
総
所
得
金
額
の
50
％
以
上

が
給
料
・
賃
金
等
の
所
得

③
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
床

面
積
が
50
％
以
上

④
過
去
５
年
間
、
当
補
給
金
を
未
受
給

■
補
給
率
　
初
年
度
か
ら
３
年
間
の
利

子
総
額
の
１
／
５
以
内
。
但
し
借
入
金

額
200
万
円
を
上
限
と
す
る

■
申
請
締
切
　

2
月
27
日
金
ま
で

左
記
の
条
件
に
よ
り
住
宅
建
設
資
金
の
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

信
濃
町
環
境
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

計画

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
「
信
濃
町
環
境

基
本
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
・

事
業
所
な
ど
の
み
な
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
方
や
意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
２
、

０
０
０
人
の
町
民
の
み
な
さ
ん
、
１
６
０

の
事
業
所
と
し
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
票
は
１
月
下
旬
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
集
計
後
に
計
画

に
反
映
さ
れ
ま
す
。
調
査
対
象
に
該
当

し
た
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
回
答
期
限
　
２
月
10
日
火
ま
で

「
信
濃
町
環
境
基
本
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
福
祉
課 

環
境
係
☎
（
２
５
５
）
５
９
２
４

問
総
務
課 

定
住
促
進
係
☎
（
２
５
５
）
５
９
２
０

2

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎
（
２
５
５
）
６
８
２
０

■
国
保
財
政
は
危
機
的
な
状
況
　

　
国
民
健
康
保
険
は
、
万
が
一
の
病
気
や

け
が
の
際
に
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合

い
、
必
要
な
医
療
費
に
充
て
て
相
互
に
助

け
合
う
医
療
保
険
で
す
。
し
か
し
、
現
在
、

こ
の
相
互
扶
助
の
制
度
が
危
機
的
な
状
況

に
あ
り
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
保
険
税

の
滞
納
が
あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
の

状
況
は
下
図
の
通
り
で
す
。
平
成
24
年

度
以
前
の
滞
納
額
も
含
め
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
完
納
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
滞
納
処
分
を
強
化
　

　
保
険
税
を
滞
納
し
た
ま
ま
で
い
る
と
、

ま
じ
め
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の
間
に
不

公
平
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康

保
険
財
政
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
現
在
、
滞
納
者
に
対
し
て
は
納
付
相

談
を
実
施
し
、
滞
納
の
状
況
と
納
付
の
状

況
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
法
令
に
基
づ
き

短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
特
別
な
事
情
も
な
い
悪
質
な
滞

納
者
に
対
し
て
は
、
各
種
財
産
の
滞
納
処

分
（
差
押
え
な
ど
）
を
含
め
、
今
後
は
よ

り
厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。
　

　
ま
た
、
係
か
ら
様
々
な
通
知
が
届
い
た

際
、
滞
納
処
分
に
つ
な
が
る
重
要
な
書
類

が
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
開
封
の
う
え

内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
は
医
療
費
に
充
て
る
大
切
な
財
源
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
安
心
し
て
病
院
に
か
か
る
た
め
に
、
早
期
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
中
の
事
故
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い

雪
下
ろ
し
、
除
雪
機
の
作
業
は
安
全
に

除雪

除
雪
時
の
安
全
の
た
め
に   　

  

■
除
雪
機
を
使
う
時

◎
機
械
に
詰
ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く
際

は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る

◎
傾
斜
し
て
い
る
所
や
段
差
の
あ
る
場
所

で
は
、
除
雪
機
の
転
倒
や
転
落
に
特
に

注
意
す
る

◎
雪
が
落
下
す
る
構
造
の
屋
根
の
下
で

は
必
ず
雪
が
落
下
し
た
後
に
作
業
す
る

◎
緊
急
停
止
ス
イ
ッ
チ
な
ど
除
雪
機
の 

安
全
装
置
を
確
認
す
る

■
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時

◎
一
人
で
の
雪
下
ろ
し
は
避
け
家
族
や
隣

近
所
に
知
ら
せ
て
か
ら
行
う

◎
暖
か
い
日
や
雨
の
降
っ
た
日
な
ど
は
、 

滑
り
や
す
い
の
で
特
に
注
意
す
る

◎
命
綱
や
滑
り
止
め
を
つ
け
る

◎
は
し
ご
は
倒
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
固

定
す
る

除
雪
に
関
す
る
支
援
制
度　

      

【
小
型
除
雪
機
貸
出
事
業
】

　
町
が
小
型
除
雪
機
（
10
馬
力
級
）
を

貸
し
出
し
ま
す
。
高
齢
や
身
体
的
な
理

由
に
よ
り
自
力
で
除
雪
す
る
こ
と
が
困

難
な
世
帯
の
除
雪
を
、
地
域
が
助
け
合
っ

て
実
施
す
る
際
に
限
り
貸
し
出
し
ま
す
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
民
生
委

員
か
福
祉
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
軽
度
生
活
支
援
事
業
】

　
労
力
、
資
力
の
な
い
高
齢
者
世
帯
等

の
屋
根
の
除
雪
や
、
人
力
ま
た
は
機
械

に
よ
る
除
雪
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

除
雪
中
の
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
除
雪
作
業
は
寒
い
野
外
で
の
重
労

働
で
、
疲
労
が
た
ま
り
や
す
い
作
業
で
す
。
十
分
な
休
息
を
取
り
安
全
に
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

高所の雪下ろしは十分ご注意を

除
雪
の
事
故　

問
総
務
課
庶
務
係 

☎（
２
５
５
）３
１
４
３

支
援
制
度　
　

問
住
民
福
祉
課
福
祉
係 

☎（
２
５
５
）１
１
７
９

平
成
21
年
度
か
ら
据
え
置
い
て
い
た
汲
み
取
り
料
金
を
、
改
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
料
金
が
変
わ
り
ま
す

し
尿
の
汲
み
取
り
料
金
を
改
定

協力

問
住
民
福
祉
課 

環
境
係
☎（
２
５
５
）５
９
２
４

　
平
成
21
年
度
か
ら
据
え
置
い
て
い
た

汲
み
取
り
料
金
を
、
昨
今
の
経
済
状

況
等
を
踏
ま
え
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、

改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
浄
化
槽
汚
泥
・
汲
み
取
り
の
依
頼
は
、

黒
姫
ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）☎（
２
５
５
）

５
８
２
０
、
浄
化
槽
汚
泥
の
依
頼
は

（
有
）
長
野
浄
化
槽
社
☎
（
２
９
６
）

９
５
６
４
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
現
金
納
付

に
よ
る
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
多
く
お

得
で
す
。
前
納
を
ご
希
望
の
場
合
、
2

月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
間

に
合
わ
な
か
っ
た
場
合
、
通
常
の
翌
月
末

振
替
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
割
引
額
（（
平
成
26
年
度
の
目
安
）　

6
か
月
前
納
　

1
，
0
４
０
円
割
引

１
年
前
納
　
３
，
８
４
０
円
割
引

2
年
前
納
　
１
４
，
８
０
０
円
割
引

　
お
手
続
き
の
際
に
は
通
帳
と
お
届
け

印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を
利
用
し
て
前
納
を
す
る
と
、
金
融
機
関
等
に

行
く
手
間
が
省
け
保
険
料
も
割
引
と
な
る
の
で
便
利
で
お
得
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
を
前
払
い
す
る
と
割
安
に
な
り
ま
す

年金

問
住
民
福
祉
課 

住
民
国
保
年
金
係
☎
（
２
５
５
）
６
８
２
０

一世帯の保
険税（円）

一人当たり保険税
(円)

収納率
（％）

全体 一般 退職 全体 一般 退職

長野県 148,729 85,388 83,556 105,723 93.69 93.31 97.01

信濃町 142,785
(47位）

80,293
(51位)

78,656
(52位)

94,377
(61位)

97.59
(19位)

97.34
(19位)

99.33
(18位)

■滞納額の状況　平成 25 年度課税分の未収額　5,752,173 円

基本料金
180ℓ以下

追加料金
18ℓにつき

変更前 1,520円 152円

変更後 1,650円 165円

備　考 130円
値上げ

13円
値上げ

信濃町役場 ☎ 255-3111　http://www.town.shinanomachi.nagano.jp/
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感
染
性
胃
腸
炎
と
は

　

感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
に

は
、「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
」「
ア

デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
が
あ
り
、
症
状
は
腹
痛
・

下
痢
・
お
う
吐
、
発
熱
で
す
。「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
」

「
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
」
に
よ
る
胃
腸
炎
は
、
乳
幼

児
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
胃
腸
炎
は
、

症
状
の
あ
る
期
間
が
比
較
的
短
く
、
特
別
な
治

療
法
が
な
い
こ
と
か
ら
、「
感
染
性
胃
腸
炎
」
と

診
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

原
因
と
感
染
経
路

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ウ

イ
ル
ス
が
人
の
手
を
介
し
て
、
口
に
入
っ
た
時

に
感
染
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
経
口
感
染
）

治
療

　

特
別
な
治
療
法
は
な
く
、
症
状
を
軽
減
す
る

た
め
の
対
処
療
法
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
乳
幼

児
や
高
齢
者
で
は
下
痢
な
ど
に
よ
る
脱
水
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
早
め
に
医
療
機
関
に

受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

家
庭
で
の
ポ
イ
ン
ト

①
手
洗
い

　

最
も
重
要
な
こ
と
は
、
手
を
洗
う
こ
と
で

す
。
外
か
ら
帰
っ
た
後
、
ト
イ
レ
の
後
、
調
理

の
前
、
食
事
の
前
に
は
必
ず
石
け
ん
で
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
手
洗
い
後
に
使
用
す
る
タ
オ
ル

は
共
有
せ
ず
、
個
人
ご
と
に
専
用
と
す
る
か
、

使
い
捨
て
で
き
る
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
を
使
用
し

ま
す
。

②
お
う
吐
物
・
ふ
ん
便
の
処
理

　

お
う
吐
物
は
、
使
い
捨
て
手
袋
な
ど
を
し

て
、
素
手
で
触
ら
な
い
よ
う
に
し
、
使
い
捨
て

で
き
る
布
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル

な
ど
で
き
れ
い
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
ふ
き

取
っ
た
も
の
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
、

外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
て
捨
て
ま
す
。

　

吐
い
た
所
は
、
塩
素
系
の
漂
白
剤
を
0.1
％
程

度
に
薄
め
て
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
に
し
み

込
ま
せ
て
ふ
き
、
約
10
分
た
っ
た
ら
、
最
後
に

よ
く
水
拭
き
し
ま
し
ょ
う
。
便
で
汚
れ
た
場
合

も
、
吐
い
た
も
の
と
同
様
に
行
い
ま
す
。

③
衣
類
・
寝
具
の
処
理

　

吐
い
た
り
下
痢
便
で
汚
し
て
し
ま
っ
た
衣
類

や
寝
具
類
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
汚
物
を

十
分
に
落
と
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
0.02
％
に
希
釈
し
た
塩
素
剤
に
約
10

分
つ
け
お
き
し
、
そ
の
後
、
他
の
も
の
と
分
け

て
最
後
に
洗
濯
し
ま
し
ょ
う
。
布
団
な
ど
す
ぐ

に
洗
濯
で
き
な
い
場
合
は
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
ス

チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン
、
布
団
乾
燥
機
な
ど
を
使
っ

て
高
熱
で
当
て
る
よ
う
に
し
ま
す
。

④
環
境
の
消
毒

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
強
く
、
ド
ア
ノ

ブ
、
カ
ー
テ
ン
、
リ
ネ
ン
類
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
か

ら
も
ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
場
所
に
塩
素
系
の
漂
白
剤
を

0.2
％
濃
度
に
薄
め
て
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど

に
し
み
込
ま
せ
て
拭
き
、
10
分
く
ら
い
た
っ
た

ら
、
最
後
に
水
拭
き
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
入
浴

　

下
痢
の
時
に
は
、
入
浴
は
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
に

す
る
か
、
入
浴
す
る
順
番
を
最
後
に
し
ま
し
ょ

う
。
お
尻
は
石
け
ん
を
つ
け
て
、
て
い
ね
い
に

洗
い
ま
し
ょ
う
。

消
毒
液
の
作
り
方

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
は
、
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
は
効
き
に
く
い
た
め
、
塩
素
系
漂
白
剤

（
塩
素
剤
）
で
行
い
ま
す
。
市
販
の
塩
素
剤
の

多
く
は
塩
素
濃
度
が
5
％
で
す
の
で
、
50
～
100

倍
に
希
釈
し
て
使
用
し
ま
す
。

　

希
釈
の
目
安
と
し
て
は
、
500
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
1
本
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
１

～
2
杯
の
塩
素
剤
を
入
れ
る
と
簡
単
で
す
。
塩

素
剤
が
直
接
、
手
に
つ
か
な
い
よ
う
に
手
袋
を

し
て
く
だ
さ
い
。

冬
場
に
流
行
を
迎
え
る
代
表
的
な
感
染
症

防
ご
う
！
感
染
性
胃
腸
炎

健
康
の

達
人

み
ん
な
で
目
指
そ
う
!!　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
寒

い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
動
物

た
ち
も
春
を
待
ち
わ
び
な
が
ら

寒
さ
に
耐
え
て
い
ま
す
。
と
思

い
き
や
、
牛
舎
に
ぬ
く
ぬ
く
と

気
持
ち
良
さ
そ
う
な
猫
が
い
る

の
で
紹
介
し
ま
す
。
牛
舎
に
い

る
黒
猫
で
す
。
牛
用
の
ヒ
ー
タ

ー
の
下
に
い
つ
も
い
て
ぬ
く
ぬ

く
な
ん
で
す
。

　

さ
て
、
冬
は
寒
い
の
で
す

が
、
雪
が
降
ら
な
い
時
期
に
は

見
ら
れ
な
い
動
物
た
ち
の
足
跡

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す
。
野

生
動
物
が
、
家
の
敷
地
の
ど
こ

を
通
っ
て
い
た
の
か
わ
か
っ
た

り
、
意
外
と
玄
関
の
近
く
ま
で

足
を
運
び
、
様
子
を
う
か
が
っ

て
い
た
よ
う
な
足
跡
が
あ
っ
た

り
と
、
な
ん
だ
か
探
偵
気
分
で

わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　

足
跡
で
も
あ
る
程
度
ど
ん
な

動
物
か
が
わ
か
り
ま
す
。
面
白

い
の
は
、
足
跡
が
な
く
、
丸
い

お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
転
々
と
転
が

し
た
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
丸
い
穴

が
伸
び
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
ネ

ズ
ミ
で
す
。
よ
く
見
る
と
し
っ

ぽ
の
跡
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

タ
ヌ
キ
の
足
跡
は
、
犬
に
よ

く
似
て
い
る
た
め
、
な
か
な

か
見
分
け
が

つ
き
ま
せ
ん
。

タ
ヌ
キ
は
、

飼
い
犬
よ
り

足
が
短
い
の

で
、
雪
が
深

い
場
合
お
腹

を
擦
っ
た
り
、

足
を
引
き
ず

っ
た
よ
う
な

跡
に
な
り
ま

す
。

　

キ
ツ
ネ
の
足
跡
は
、
と
て
も

繊
細
で
す
。
キ
ツ
ネ
は
タ
ヌ
キ

よ
り
も
警
戒
心
が
強
く
几
帳

面
？
な
の
か
、
足
跡
に
タ
ヌ
キ

ほ
ど
ブ
レ
が
な
く
、
一
直
線
に

ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
い
ま
す
。
人

間
も
性
格
に
よ
り
机
の
上
が
き

ち
ん
と
し
て
い
る
人
、
少
し
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
で
も
気
に
し
な
い

人
が
い
る
の
と
似
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の
絶

妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
、
世
界
の
均

衡
を
保
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
！

　

４
枚
目
の
写
真
は
約
２
か
月

の
子
牛
で
す
。
今
ま
で
は
、
ロ

ー
プ
で
つ
な
が
れ
て
い
ま
し
た

が
、
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で

パ
ド
ッ
ク
に
移
動
し
ま
し
た
。

同
じ
月
齢
の
お
友
達
と
一
緒
で

す
。
人
間
で
言
え
ば
保
育
園
児

く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
元
気
に

す
く
す
く
育
っ
て
い
ま
す
！

牛に囲まれぬくぬく？

獣医師：清水達夫

子牛がパッドクに移動しました！

塩素系漂白剤 消毒用
アルコール

500 ｍℓ キャップ 1杯
5 ｍℓ

　消毒液の作り方（参考写真）

おそらく犬の足跡です

猫の足跡です

冬期間の生活支援対策として

 灯油等購入費への助成金を支給します

問住民福祉課 福祉係　☎ (255)1179

生活支援対策として、冬期間の採暖に必要な家庭用灯油代等の一部を

支給し、低所得の高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯等の負

担の軽減を図ります。平成 26 年 12 月 19 日現在において、次に掲げる

方が在宅する世帯で、平成 26 年度の町民税が非課税の世帯が対象とな

ります。

助成対象者世帯

福祉医療費受給者（ひとり親、障害者手帳を交付されている方）／障害基

礎年金（国民年金）受給者／特別児童扶養手当該当児／介護保険の要介護

区分 4・5 認定者／生活保護世帯／ 70 歳以上の高齢者世帯／町長が低所得者として認めた世帯

助成内容　現金７千円（口座振り込み）

申請期間　1 月 6 日火～ 3 月 31 日火
注意事項　施設入所や入院されている方は対象になりません。ほか、詳細についてはお問い合わせください。

Topics
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４ 

学 

年
　

米
作
り
に
は
、
八
十
八
の
手

間
が
か
か
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
今
年
、
４
年
生
は
米
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
八
十
八
個
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
米
作
り
の

プ
ロ
の
、
柳
本
さ
ん
や
風
間
さ
ん
に
助
け

て
い
た
だ
い
て
、と
に
か
く
一
生
け
ん
命
、

そ
し
て
楽
し
く
田
ん
ぼ
と
か
か
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

や
っ
た
こ
と
だ
け
を
挙
げ
て
み
る
と
…

「
田
ん
ぼ
へ
散
歩
」「
温
湯
消
毒
」「
自
分

の
種
籾
を
ま
い
て
育
て
る
」「
田
お
こ
し

（
し
か
し
鍬
で
は
歯
が
立
た
ず
）」「
ど
ろ

リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
田
植
え
」「
水
の
管
理
」

「
草
取
り
×
３
回
」「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
観

察
」「
田
ん
ぼ
に
つ
な
が
る
水
路
探
検
」「
田

ん
ぼ
で
面
積
（
㎡
・
ａ
）
の
学
習
」「
田

ん
ぼ
の
俳
句
作
り
」「
田
植
え
を
し
て
い

る
所
の
絵
の
作
成
」「
か
か
し
作
り
」「
稲

刈
り
」「
は
ぜ
か
け
（
藁
で
し
ば
る
経
験

も
）」「
台
風
で
倒
れ
た
は
ぜ
直
し
」「
脱

穀
（
千
歯
こ
き
・
足
踏
み
脱
穀
機
・
唐
箕
・

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
に
て
）」「
自
分
の
米
の
脱

穀
」「
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
お
届
け
（
お
も

て
な
し
御
膳
）」「
感
謝
の
会
開
催
」「
古
間
・

柏
原
保
育
園
へ
お
届
け
」「
藁
と
米
ぬ
か

を
畑
に
ま
く
」「
藁
を
使
っ
て
正
月
飾
り

作
り
」「
自
分
の
家
へ
米
を
お
届
け
」「
冬

休
み
の
宿
題
『
藁
で
工
作
』」
…
こ
う
い
っ

た
所
で
し
ょ
う
か
。

作
業
よ
り
も
ど
ろ
遊
び
が
楽
し
か
っ
た

子
達
が
…
「
疲
れ
た
」
と
す
ぐ
手
を
休
め

て
い
た
子
達
が
…
脱
穀
す
る
に
当
た
り
、

「
こ
の
米
一
粒
一
粒
の
中
に
、何
が
つ
ま
っ

て
い
る
と
思
う
か
」
の
問
い
か
け
に

・
が
ん
ば
っ
た
気
持
ち

　

・
う
ま
さ

・
神
様

　

・
柳
本
さ
ん
や
風
間
さ
ん
や
お
家
の

　人
た
ち
の
愛
情

　

・
太
陽
や
土
や
風
な
ど
の
自
然

　

・
か
か
し

と
答
え
、「
わ
た
し
た
ち
は
、
柳
本
さ
ん

や
風
間
さ
ん
や
お
家
の
人
た
ち
に
助
け
ら

れ
て
米
を
作
っ
て
い
る
」
と
さ
え
言
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。プ
ロ
の
お
二
人
に
は
、

活
動
の
た
び
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
達
に
本
気
で
か
か
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
も
稲
も
、
愛
情
を
か

け
れ
ば
ち
ゃ
ん
と
応
え
て
く
れ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
で
の
ひ
と
時
が
何
よ
り
気
持
ち
よ

く
、心
を
明
る
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
田

ん
ぼ
」
が
、
子
ど
も
た
ち
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
の
で
す
。

年
末
に
は
、
全
員
が
一
升
ず
つ
米
を

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
家
に
飾

れ
る
よ
う
に
正
月
飾
り
も
作
り
ま
し
た
。

三
学
期
に
「
お
餅
に
し
て
も
ら
っ
た
。
お

い
し
か
っ
た
～
」「
家
の
人
が
、『
な
め

ら
か
な
餅
だ
』
っ
て
言
っ
て
た
」
と
子

ど
も
達
か
ら
。「
お
餅
も
作
れ
て
、
正
月

飾
り
ま
で
手
作
り
で
、
最
高
の
お
正
月

で
し
た
」
と
お
家
の
方
か
ら
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ス
キ
ー
で
田
ん

ぼ
に
遊
び
に
行
き
、
ま
た
自
分
た
ち
の
活

動
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
ま
た
、
が
ん
ば
っ
た
こ
と

や
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
思
い
返
し
、

満
足
感
に
包
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

２ 

学 

年
　

２
年
生
は
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

と
し
て
、「
信
濃
町
の
民

話
巡
り
」
を
学
習
し
ま
し
た
。
黒
姫
童
話
館

学
芸
員
の
山
原
清
孝
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
の
学
習
は
、「
信
濃
町
に
は
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
民
話
が
あ
っ
た
の
だ
」
と

い
う
発
見
が
あ
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
も
の

で
し
た
。

６
月
に
は
、
山
原
さ

ん
に「
信
濃
町
の
民
話
」

に
つ
い
て
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
信

濃
町
の
民
話
と
今
も
残

る
民
話
の
舞
台
と
い
わ

れ
る
場
所
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、「
信
濃
町

の
民
話
巡
り
」
の
学
習

へ
の
期
待
感
が
高
ま
り

ま
し
た
。

７
月
に
は
、
学
級
ご
と
に
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
で
民
話
の
地
を
巡
り
ま
し
た
。石
橋
の「
石

橋
の
赤
地
蔵
」、
落
影
の
「
鍋
山
」、
古
間
の

「
う
ん
太
郎
」
の
お
話
に
出
て
く
る
薬
師
山
、

柴
津
の
「
姫
の
泣
き
石
」、
古
間
保
育
園
の

裏
の
「
木
に
つ
な
が
れ
た
馬
頭
観
音
」、
柏

原
小
丸
山
公
園
の
「
一
茶
の
句
と
お
相
撲
さ

ん
」
の
地
を
巡
り
ま
し
た
。
巡
る
前
に
、
朝

の
読
書
の
時
間
等
に
「
信
濃
町
の
民
話
」
を

一
話
ず
つ
読
み
合
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、

「
あ
の
お
話
は
こ
の

場
所
の
お
話
だ
っ
た

ん
だ
。」
と
、
こ
ん

な
に
身
近
に
民
話
の

地
が
あ
っ
て
、
子
ど

も
達
は
と
て
も
驚
い

て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ま
す
ま
す
信
濃

町
の
民
話
の
世
界
に

親
し
み
を
も
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
薬
師

山
に
登
っ
て
、「
う

ん
太
郎
」
の
お
話
を

さ
ら
に
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。「
あ
れ
が
、
う

ん
太
郎
が
寄
り
か

か
っ
た
背
中
当
て
だ

ね
。」
と
自
分
た
ち

の
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
う
ん
太
郎

の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。
こ
の
薬

師
山
で
は
、
郷
土
の
俳
人
小
林
一
茶
が
病
を

治
そ
う
と
探
し
た
「
ト
チ
バ
ニ
ン
ジ
ン
」
も

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
月
の
遠
足
で
野
尻
湖
を
訪
れ
た
時
に

は
、「
雪
の
夜
の
神
様
」
の
菅
川
神
社
、「
う

ん
太
郎
」
が
流
し
た
汗
で
で
き
た
と
い
う
弁

天
島
、「
野
尻
湖
の
主
」
や
「
野
尻
湖
の
異

人
さ
ん
」
の
民
話
の
舞
台
を
見
て
、
民
話
の

世
界
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
に
は
、
黒
姫
童
話
館
で
、
く
る

ま
座
の
「
大
泥
棒
の
隠
し
金
」
の
観
劇
も
あ
り

ま
し
た
。
熊
坂
生
ま
れ
の
熊
坂
長
範
の
お
話
で

す
。
信
濃
町
の

民
話
を
劇
で
観

る
と
い
う
こ
と

も
で
き
、
貴
重

な
ひ
と
と
き
で

し
た
。

こ
の
よ
う
に

何
回
も
山
原
さ

ん
に
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
、

11
月
に
は
「
山

原
先
生
あ
り
が

と
う
の
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
山
原
さ
ん
は
終
始
穏
や
か
な

笑
顔
で
、
子
ど
も
達
の
発
表
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
民
話
巡
り
で
は
、
子
ど
も

達
の
こ
れ
ま
で
の
ま
と
め
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
山
原
さ
ん
と
一
緒
に
訪
れ
た
民
話
ゆ
か

り
の
地
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
生
活
科
の
授

業
で
班
ご
と
に
作
っ
た
紙
芝
居
を
ご
披
露
す

る
こ
と
も
で
き
、
子
ど
も
達
は
と
て
も
満
足

し
ま
し
た
。

最
後
に
山
原
さ
ん
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
学
年

が
上
が
る
と
、
ま
だ
ま
だ
民
話
の
こ
と
を
学

ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。
３
年
生
で
苗
名
滝
を

訪
れ
た
ら
「
野
尻
湖
の
主
」、
４
年
生
で
斑
尾

山
に
登
っ
た
ら
「
斑
尾
山
と
十
二
薬
師
」、
５

年
生
で
飯
綱
山
に
登
っ
た
ら
「
飯
綱
大
権
現
」

（
飯
綱
町
の
民
話
）、６
年
生
で
黒
姫
山
に
登
っ

た
ら
「
黒
姫
物
語
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
是

非
民
話
の
学
習
を
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
、
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
、
信
濃
町

の
民
話
の
地
を
巡
る

学
習
を
す
る
こ
と
を

通
し
て
、
２
年
生
な

り
に
私
達
の
信
濃
町

の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
今

後
の
民
話
学
習
へ
の

楽
し
み
が
広
が
り
ま

し
た
。

２学年  楽しかった信濃町の民話巡り
４学年  やり切った大満足の米作り

■利用促進への取り組み
　北しなの線の利用促進に沿線地域一体となって取
り組むことを目的とした任意協議会「しなの鉄道北
しなの線運営協議会」を平成26年に設立しました。
沿線自治体の住民組織、行政機関（信濃町、長野市、

飯綱町、飯山市、妙高市、長野県）と関係団体、事
業者（しなの鉄道）で構成されており、今後この運
営協議会を中心に、沿線地域の協力のもと利用促進
事業を展開していきます。

信濃町

しなの鉄道北しなの線運営協議会

①
黒
姫
駅
、
古
間
駅
と
も
自
動
券
売
機
が
1

台
ず
つ
設
置
さ
れ
ま
す
。
自
動
券
売
機
で
軽
井

沢
～
直
江
津
間
と
松
本
お
よ
び
森
宮
野
原
ま
で

の
乗
車
券
が
購
入
で
き
ま
す
（
し
な
の
鉄
道
、

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
と
飯

山
線
の
一
部
）。
基
本
的
に
駅
窓
口
で
の
券
売
は

行
い
ま
せ
ん
が
、
企
画
乗
車
券
等
に
つ
い
て
は
、

窓
口
で
販
売
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
払
戻
し

等
は
駅
窓
口
で
対
応
し
ま
す
。

※
Ｊ
Ｒ
の
遠
距
離
乗
車
券
に
つ
い
て
は
、
黒
姫

駅
、
古
間
駅
で
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

②
駅
の
無
人
時
間
帯
に
自
動
券
売
機
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、
遠
隔
対
応
用
イ

ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
な
の
鉄

道
豊
野
駅
の
職
員
と
の
会
話
が
可
能
で
す
。
自

動
券
売
機
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
職

員
が
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
自
動
券
売
機
で
購
入
で
き
る
乗
車
券
の
種
類

は
、
片
道
、
往
復
、
定
期
券
な
ど
で
す
。

④
通
勤
・
通
学
定
期
券
の
購
入
の
方
法
や
時
期

〇
開
業
前
の
２
月
28
日
か
ら
長
野
駅
の
し
な
の

鉄
道
窓
口
で
購
入
で
き
ま
す
。

〇
開
業
前
の
3
月
7
日
か
ら
北
長
野
駅
、
三
才

駅
、豊
野
駅
の
自
動
券
売
機
で
購
入
で
き
ま
す
。

〇
開
業
当
日
の
3
月
14
日
か
ら
黒
姫
駅
、
古
間

駅
、
牟
礼
駅
、
妙
高
高
原
駅
の
自
動
券
売
機
で

購
入
で
き
ま
す
。

〇
平
成
27
年
度
新
入
学
の
高
校
生
の
通
学
定
期

券
は
、入
学
式
等
に
訪
問
販
売
す
る
予
定
で
す
。

〇
新
規
購
入
は
、
駅
窓
口
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「利用者よし、地域よし、事業者よし」となるように
努力してまいります
　いよいよ、3月14日の北しなの線開業が迫ってまいりました。昨年末には、

運賃とダイヤを発表し、地域の皆様には具体的なイメージをもっていただけ

るようになったと思います。当社では、円滑な開業のためにＪＲの営業・運行

体制を継承しつつも、お客様のニーズを踏まえて、列車の増便や運賃の割引

などを行うとともに、沿線市町に駅業務を受託していただく中で、今後、利

用促進をはじめとして駅を中心に多様な事業を展開してまいります。

　当社は、沿線自治体等を株主とする第三セクターであり、効果的に事業を

行うには地域と連携した取組みが欠かせないことから、安全・安定輸送はもち

ろんのこと、「地域に生きる」を変わらぬ使命とする旨を経営理念に掲げてお

ります。近江商人の心得として「三方良し」という言葉がありますが、当社とし

ても「利用者よし、地域よし、事業者よし」となるように努力してまいりますの

で、引き続き皆様のご支援をお願い申し上げます。

長野市 飯綱町 飯山市 妙高市 長野県 しなの鉄道

しなの鉄道株式会社 代表取締役 

社長　藤井　武晴 氏

■
乗
車
券
の
購
入

しなの鉄道　北しなの線

妙
高
高
原

【特集】北しなの線開業

関係団体
（住民組織等 )
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しなの鉄道「北しなの線」の開業に向けて

地域とともに、北しなの線が出発！

黒姫 古間 牟礼 三才 豊野 北長野

直営駅

市町村委託駅

信濃町 一般社団法人
信濃町振興局

業務委託

①
北
し
な
の
線
の
駅
の
運
営
に
つ
い
て

　
黒
姫
駅
、
牟
礼
駅
、
三
才
駅
、
北
長
野
駅
は
、

し
な
の
鉄
道
か
ら
自
治
体
等
へ
の
委
託
駅
に
な

り
ま
す
。
豊
野
駅
が
直
営
駅
（
社
員
配
置
駅
）

と
な
り
、
各
駅
を
一
括
管
理
し
ま
す
。

②
黒
姫
駅
の
運
営
に
つ
い
て

　
し
な
の
鉄
道
か
ら
町
に
委
託
さ
れ
、
町
は
一

般
社
団
法
人 

信
濃
町
振
興
局
に
再
委
託
す
る

計
画
で
す
。

③
古
間
駅
の
運
営
に
つ
い
て

　終
日
無
人
に
な
り
ま
す
。（
自
動
券
売
機
を

設
置
し
ま
す
の
で
、乗
車
券
は
購
入
可
能
で
す
）

しなの鉄道「北しなの線」（長野－妙高高原間）は、北陸新幹線長野・金沢間とともに 3 月
14 日に開業となります。町では、沿線の自治体や関係団体、事業者のしなの鉄道とともに開
業準備を進めてきました。私たちの生活になくてはならない「北しなの線」を、将来にわたっ
て存続し、安定した経営を構築するには、多くのみなさんが利用し、地域に愛される鉄道で
なくてはなりません。運営にあたっては、安全な運行と利用者の利便性の確保についてでき
る限り務めます。みなさんのご協力とご理解をお願いします。

①
黒
姫
駅
の
営
業
時
間

　６
時
45
分
～
21
時
15
分
（
窓
口
時
間
６
時

45
分
～
13
時
、
14
時
～
21
時
15
分
）
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
時
間
は
無
人
と
な

り
ま
す
。

②
窓
口
業
務
の
主
な
内
容

〇
出
札

　自
動
券
売
機
で
の
乗
車
券
販
売
対

応
や
乗
車
券
類
の
払
い
戻
し

〇
集
改
札

　
乗
車
券
確
認（
ス
タ
ン
パ
ー
押
印
）

　
使
用
済
乗
車
券
回
収
／
乗
り
越
し
精
算

〇
旅
客
案
内

　
列
車
発
着
ア
ナ
ウ
ン
ス
／
列
車

時
刻
・
乗
り
替
え
等
の
問
合
せ
対
応

〇
遺
失
物
取
扱

　
拾
得
物
管
理
・
捜
索
対
応

〇
掲
示
物
（
ポ
ス
タ
ー
等
）
の
取
り
扱
い
対
応

〇
駅
、
ホ
ー
ム
の
清
掃

無人駅

■
黒
姫
駅
の
窓
口
業
務
時
間

■
駅
業
務
の
運
営

長  

野

問総務課まちづくり企画係
 ☎（２５５）５９２０
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11
月
７
日
に
小
学
５
年
生

の
理
科
で
学
ぶ
「
流
れ
る
水

の
は
た
ら
き
」
の
授
業
の
一

環
で
、
信
濃
小
中
学
校
５
年

生
の
皆
さ
ん
に
関
川
を
案
内

し
ま
し
た
。

○
上
流
〜
下
流
ま
で
の
観
察

を
し
ま
し
た
。
上
流
で
は
、

中
心
が
一
番
深
い
。
中
流
で

は
、
上
流
よ
り
石
の
大
き
さ

は
小
さ
い
。
下
流
で
は
、
川

の
中
心
は
３
、４
ｍ
く
ら
い
あ

る
。
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
知
ら

な
か
っ
た
事
を
知
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

青
栁

　千
桜

○
上
流
で
は
石
が
大
き
く
て

９
ｍ
ぐ
ら
い
の
石
が
あ
っ
た

り
、
予
想
よ
り
す
ご
く
大
き

か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
下
流
は
ど
ん
ど
ん
石

が
け
ず
ら
れ
て
い
く
の
で
全

く
石
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

信
濃
町
は
上
流
に
あ
る
の
で

自
然
を
大
切
に
し
て
川
を
き

れ
い
に
し
た
い
で
す
。

中
山

　拓
己

○
上
流
で
は
、
ご
つ
ご
つ
し

た
岩
み
た
い
な
石
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
下
流
は
、

大
き
な
石
は
ぜ
ん
ぜ
ん
見
あ

た
ら
な
く
て
、
砂
や
小
さ
な

石
で
、
上
流
の
９
ｍ
の
石
が

下
流
に
い
く
と
小
さ
な
石
や

砂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

永
原

　璃
桜

○
最
初
に
苗
名
滝
に
行
き
ま

し
た
。
遠
足
で
行
っ
た
時
は
、

川
と
か
石
が
目
に
入
っ
て
い

な
く
て
、気
に
し
て
い
な
か
っ

た
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
見
る
と
、

石
が
す
ご
く
大
き
か
っ
た
で

す
。
下
流
で
石
が
こ
な
ご
な
に

な
っ
て
い
て
、
川
は
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。
上
流
と
下
流
で

見
く
ら
べ
た
ら
、
ぜ
ん
ぜ
ん
ち

が
っ
て
、
川
っ
て
お
も
し
ろ
い

な
〜
と
思
い
ま
し
た
。

 

北
村
友
理
襟

○
関
川
の
上
流
・
中
流
・
下

流
の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。
そ
の
場
所
に
よ
っ
て

石
や
川
に
つ
い
て
ち
が
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は

他
の
川
も
関
川
の
よ
う
な
川

だ
っ
た
ら
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
し

て
、
く
わ
し
く
調
べ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

 

大
橋

　久
美

○
上
流
・
中
流
・
下
流
は
全

部
み
て
な
か
っ
た
の
で
楽
し

み
で
し
た
。
上
流
は
苗
名
滝

で
石
が
４
ｍ
も
あ
っ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
下
流
は
、

海
で
砂
が
な
く
な
ら
な
い
よ

う
に
人
工
で
お
さ
え
る
よ
う

努
力
し
て
る
ん
だ
な
と
わ
か

り
ま
し
た
。
川
の
力
で
石
や

水
が
長
い
旅
に
行
っ
て
い
て

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

 
岡
田
木
乃
葉

○
ま
ず
は
苗
名
滝
を
見
ま
し

た
。
岩
が
大
き
く
て
、
水
の

量
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
次

に
中
流
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

岩
は
と
て
も
丸
く
て
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
し
か
な
か
っ
た
で

す
。
次
は
、
下
流
へ
行
き
ま

し
た
。
岩
が
少
な
か
っ
た
の

で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い

い
勉
強
に
な
っ
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

 

山
岸

　加
奈

○
関
川
の
見
学
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
苗
名
滝
の
あ

る
関
川
の
上
流
で
す
。
４
〜

10
ｍ
ほ
ど
の
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

し
て
い
ま
し
た
。
中
流
で
は

石
は
１
ｍ
位
の
大
き
さ
に
な

り
、
カ
ー
ブ
の
内
側
と
外
側

の
流
れ
の
速
さ
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
下
流
で
は
石
は

砂
や
ど
ろ
に
か
わ
り
、
川
の

は
ば
も
１
０
０
ｍ
近
く
な
り

ま
し
た
。
上
流
で
は
10
ｍ
も

あ
っ
た
石
や
砂
が
ど
ろ
に
変

わ
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

 

柳
本

　結
希

平
成
24
年
の
９
月
に
富
士

里
在
住
の
荒
井
保
幸
さ
ん
が
、

妙
高
山
麓
の
沢
で
ゾ
ウ
の
化

石
ら
し
い
も
の
を
拾
い
上
げ
、

博
物
館
に
持
っ
て
き
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
河
床
に
落
ち
て

い
た
と
の
こ
と
で
、
た
い
へ
ん

重
か
っ
た
も
の
を
ご
苦
労
し

て
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

博
物
館
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
右
の
下
顎

の
歯
の
化
石
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
大
き
さ
か

ら
第
3
大
臼
歯
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。
野
尻
湖

か
ら
数
㎞
も
離
れ
た
山
奥
に

ど
う
し
て
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の

化
石
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
標
高
が
１
２
０
０
ｍ
以

上
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
近
く

を
調
査
し
て
み
る
と
、
崩
れ

た
崖
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
砂
や
レ
キ
が
堆
積
し
た
地

層
で
、
む
か
し
こ
の
辺
に
は

大
き
な
湖
が
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。
い
ま
ま

で
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の

地
層
は
野
尻
湖
で
見
つ
か
っ

て
い
る
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
時

代
の
も
の
と
同
じ
氷
河
時
代

に
堆
積
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
同
じ

時
代
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

と
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
ど
の

よ
う
に
し
て
移
動
し
て
い
っ

た
の
か
が
解
明
で
き
る
た
い

へ
ん
貴
重
な
化
石
で
あ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

い
ま
ま
で
の
日
本
全
国
の

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
調
査
で
、
ナ

ウ
マ
ン
ゾ
ウ
は
関
東
平
野
か
ら

上
田
盆
地
、
長
野
盆
地
を
へ
て

野
尻
湖
に
移
動
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
妙
高
山
麓
は

こ
の
ル
ー
ト
か
ら
か
な
り
外
れ

た
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。な
ぜ
、

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
は
山
を
め
ざ
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
よ
く

わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
調
査
研
究
を
し
て
こ
の
謎
を

解
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
荒
井
保
幸
さ
ん
に
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

妙
高
山
麓
に
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
住
ん
で
い
た
？

　
― 

山
奥
か
ら
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
臼
歯
を
発
見 

―

上流で川を観察

関
川
の
学
習11

月
７
日

中流の様子を観察

下流の様子を観察

信
濃
小
中
学
校
5
年
生

妙高山麓で見つかったナウマンゾウの歯の化石

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

班
ご
と
に
分
担
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。

一
つ
は
第
20
次
野
尻
湖
発

掘
の
研
究
報
告
を
ま
と
め
る

た
め
の
図
表
の
作
成
作
業
で

す
。
発
掘
現
場
で
記
録
し
た

地
層
の
ス
ケ
ッ
チ
を
清
書
す

る
作
業
を
中
心
に
行
い
ま
し

た
。
地
層
を
記
録
す
る
際
に

昨
年
、
平
成
26
年
の
3
月

に
第
20
次
野
尻
湖
発
掘
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
掘
の

成
果
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
の

中
の
3
つ
の
専
門
グ
ル
ー
プ

の
研
究
集
会
が
野
尻
湖
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
博
物
館
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

地
質
グ
ル
ー
プ

野
尻
湖
地
質
グ
ル
ー
プ
は

野
尻
湖
を
中
心
に
信
濃
町

周
辺
の
地
層
を
研
究
す
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。
1
月
10
日
〜

12
日
に
研
究
集
会
を
行
い
、

参
加
者
は
15
名
で
し
た
。
遠

く
は
北
海
道
か
ら
の
参
加
者

も
い
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の

作
業
を
並
行
し
て
行
う
た
め
、

第
20
次
野
尻
湖
発
掘
の
成
果
を
明
ら
か
に

野
尻
湖
発
掘
調
査
団
専
門
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告

は
写
真
も
撮
り
ま
す
が
、
写

真
で
は
わ
か
り
に
く
い
部
分

も
あ
る
の
で
ス
ケ
ッ
チ
と
し

て
記
録
を
残
し
ま
す
。
ま
た

野
尻
湖
・
大
崎
の
地
質
調
査

で
臼
歯
化
石
が
出
土
し
た
地

層
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
ま

し
た
。
地
層
か
ら
採
取
し
た

ス
コ
リ
ア
（
火
山
焼
石
）
を

顕
微
鏡
で
観
察
し
、
他
の
地

層
と
の
比
較
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

今
回
の
研
究
集
会
で
は
、

今
年
の
3
月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
春
の
野
尻
湖
地
質
調
査

の
調
査
地
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
し
た
。
3
月
の
調
査
で

は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
い
た
時

代
よ
り
も
古
い
地
層
に
つ
い

て
調
べ
ま
す
。
過
去
の
発
掘

時
の
地
層
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

を
参
考
に
検
討
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
お
よ
そ
40
年
前

に
調
査
し
た
場
所
の
地
層
を

再
調
査
す
る
方
針
が
固
ま
り

ま
し
た
。

哺
乳
類
グ
ル
ー
プ

野
尻
湖
哺
乳
類
グ
ル
ー
プ

は
、
哺
乳
類
化
石
に
つ
い
て

研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

12
月
26
日
〜
29
日
に
集
会
が

行
わ
れ
、
7
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
第
20
次
発
掘
で
発
掘

さ
れ
た
化
石
が
何
の
動
物
の

ど
こ
の
部
分
の
骨
か
を
決
め

る
同
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
の
5
月
と
8
月
に
行
わ

れ
た
研
究
集
会
で
、
化
石
か

ら
砂
な
ど
を
取
り
除
く
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
、
化
石
が

壊
れ
な
い
よ
う
に
す
る
補
強

作
業
、
割
れ
て
し
ま
っ
た
部

分
を
接
着
す
る
作
業
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
化
石
の
形
状

が
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
と

こ
ろ
で
同
定
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
第
20
次
発
掘
以

前
に
見
つ
か
っ
た
ナ
ウ
マ
ン

ゾ
ウ
の
化
石
や
現
生
の
ア
ジ

ア
ゾ
ウ
の
骨
と
化
石
を
見
比

べ
な
が
ら
、
同
定
し
て
い
き

ま
す
。
完
全
な
形
の
化
石
は

ま
れ
で
、
骨
の
一
部
し
か
な

い
も
の
も
あ
る
の
で
、
細
か

い
特
徴
に
注
意
し
な
が
ら
決

め
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
集

会
で
は
ほ
ぼ
同
定
作
業
が
終

わ
り
、
第
20
次
発
掘
で
は
ナ

ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化
石
を
中
心

に
お
よ
そ
１
２
０
点
の
哺
乳

類
化
石
が
見
つ
か
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

人
類
考
古
グ
ル
ー
プ

野
尻
湖
人
類
考
古
グ
ル
ー

プ
は
、
野
尻
湖
発
掘
調
査
団

の
中
で
人
類
や
考
古
学
分
野

を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

1
月
10
日
〜
12
日
に
研

究
集
会
を
開
き
、
大
阪
、

静
岡
、
千
葉
、
信
濃
町

か
ら
集
ま
っ
た
7
名
で
、

第
20
次
野
尻
湖
発
掘
で

出
土
し
た
遺
物
の
検
討

等
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

発
掘
で
見
つ
か
っ
た
き

れ
い
な
黄
色
い
石
、
こ

れ
を
「
流り

ゅ
う
も
ん
が
ん

紋
岩
資
料
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

発
見
時
に
は
人
間
が
つ

く
っ
た
道
具
（
石
器
）

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
自
然
石
の
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
今
回
の
集
会

で
は
こ
れ
が
自
然
状
態
で
地

層
中
に
入
り
込
む
よ
う
な
こ

と
が
な
い
か
を
検
討
し
ま
し

た
。
結
論
は
ま
だ
出
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
さ
ら
に
研
究

を
進
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

割
れ
た
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
骨

の
化
石
を
良
く
観
察
し
、
人

間
が
割
っ
た
可
能
性
が
あ
る

も
の
を
選
び
出
す
作
業
な
ど

も
お
こ
な
い
ま
し
た
。
次
回

は
5
月
に
集
会
を
開
き
、
研

究
し
た
内
容
を
報
告
書
に
ま

と
め
る
作
業
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

地質グループ  集会のようす

哺乳類グループ  集会のようす

人類考古グループ  集会のようす

■利用促進への取り組み
　北しなの線の利用促進に沿線地域一体となって取
り組むことを目的とした任意協議会「しなの鉄道北
しなの線運営協議会」を平成26年に設立しました。
沿線自治体の住民組織、行政機関（信濃町、長野市、

飯綱町、飯山市、妙高市、長野県）と関係団体、事
業者（しなの鉄道）で構成されており、今後この運
営協議会を中心に、沿線地域の協力のもと利用促進
事業を展開していきます。

信濃町

しなの鉄道北しなの線運営協議会

①
黒
姫
駅
、
古
間
駅
と
も
自
動
券
売
機
が
1

台
ず
つ
設
置
さ
れ
ま
す
。
自
動
券
売
機
で
軽
井

沢
～
直
江
津
間
と
松
本
お
よ
び
森
宮
野
原
ま
で

の
乗
車
券
が
購
入
で
き
ま
す
（
し
な
の
鉄
道
、

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
、
Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
と
飯

山
線
の
一
部
）。
基
本
的
に
駅
窓
口
で
の
券
売
は

行
い
ま
せ
ん
が
、
企
画
乗
車
券
等
に
つ
い
て
は
、

窓
口
で
販
売
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
払
戻
し

等
は
駅
窓
口
で
対
応
し
ま
す
。

※
Ｊ
Ｒ
の
遠
距
離
乗
車
券
に
つ
い
て
は
、
黒
姫

駅
、
古
間
駅
で
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

②
駅
の
無
人
時
間
帯
に
自
動
券
売
機
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、
遠
隔
対
応
用
イ

ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、
し
な
の
鉄

道
豊
野
駅
の
職
員
と
の
会
話
が
可
能
で
す
。
自

動
券
売
機
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
職

員
が
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
自
動
券
売
機
で
購
入
で
き
る
乗
車
券
の
種
類

は
、
片
道
、
往
復
、
定
期
券
な
ど
で
す
。

④
通
勤
・
通
学
定
期
券
の
購
入
の
方
法
や
時
期

〇
開
業
前
の
２
月
28
日
か
ら
長
野
駅
の
し
な
の

鉄
道
窓
口
で
購
入
で
き
ま
す
。

〇
開
業
前
の
3
月
7
日
か
ら
北
長
野
駅
、
三
才

駅
、豊
野
駅
の
自
動
券
売
機
で
購
入
で
き
ま
す
。

〇
開
業
当
日
の
3
月
14
日
か
ら
黒
姫
駅
、
古
間

駅
、
牟
礼
駅
、
妙
高
高
原
駅
の
自
動
券
売
機
で

購
入
で
き
ま
す
。

〇
平
成
27
年
度
新
入
学
の
高
校
生
の
通
学
定
期

券
は
、入
学
式
等
に
訪
問
販
売
す
る
予
定
で
す
。

〇
新
規
購
入
は
、
駅
窓
口
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

「利用者よし、地域よし、事業者よし」となるように
努力してまいります
　いよいよ、3月14日の北しなの線開業が迫ってまいりました。昨年末には、

運賃とダイヤを発表し、地域の皆様には具体的なイメージをもっていただけ

るようになったと思います。当社では、円滑な開業のためにＪＲの営業・運行

体制を継承しつつも、お客様のニーズを踏まえて、列車の増便や運賃の割引

などを行うとともに、沿線市町に駅業務を受託していただく中で、今後、利

用促進をはじめとして駅を中心に多様な事業を展開してまいります。

　当社は、沿線自治体等を株主とする第三セクターであり、効果的に事業を

行うには地域と連携した取組みが欠かせないことから、安全・安定輸送はもち

ろんのこと、「地域に生きる」を変わらぬ使命とする旨を経営理念に掲げてお

ります。近江商人の心得として「三方良し」という言葉がありますが、当社とし

ても「利用者よし、地域よし、事業者よし」となるように努力してまいりますの

で、引き続き皆様のご支援をお願い申し上げます。

長野市 飯綱町 飯山市 妙高市 長野県 しなの鉄道

しなの鉄道株式会社 代表取締役 

社長　藤井　武晴 氏

■
乗
車
券
の
購
入

しなの鉄道　北しなの線

妙
高
高
原

【特集】北しなの線開業

関係団体
（住民組織等 )
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しなの鉄道「北しなの線」の開業に向けて

地域とともに、北しなの線が出発！

黒姫 古間 牟礼 三才 豊野 北長野

直営駅

市町村委託駅

信濃町 一般社団法人
信濃町振興局

業務委託

①
北
し
な
の
線
の
駅
の
運
営
に
つ
い
て

　
黒
姫
駅
、
牟
礼
駅
、
三
才
駅
、
北
長
野
駅
は
、

し
な
の
鉄
道
か
ら
自
治
体
等
へ
の
委
託
駅
に
な

り
ま
す
。
豊
野
駅
が
直
営
駅
（
社
員
配
置
駅
）

と
な
り
、
各
駅
を
一
括
管
理
し
ま
す
。

②
黒
姫
駅
の
運
営
に
つ
い
て

　
し
な
の
鉄
道
か
ら
町
に
委
託
さ
れ
、
町
は
一

般
社
団
法
人 

信
濃
町
振
興
局
に
再
委
託
す
る

計
画
で
す
。

③
古
間
駅
の
運
営
に
つ
い
て

　終
日
無
人
に
な
り
ま
す
。（
自
動
券
売
機
を

設
置
し
ま
す
の
で
、乗
車
券
は
購
入
可
能
で
す
）

しなの鉄道「北しなの線」（長野－妙高高原間）は、北陸新幹線長野・金沢間とともに 3 月
14 日に開業となります。町では、沿線の自治体や関係団体、事業者のしなの鉄道とともに開
業準備を進めてきました。私たちの生活になくてはならない「北しなの線」を、将来にわたっ
て存続し、安定した経営を構築するには、多くのみなさんが利用し、地域に愛される鉄道で
なくてはなりません。運営にあたっては、安全な運行と利用者の利便性の確保についてでき
る限り務めます。みなさんのご協力とご理解をお願いします。

①
黒
姫
駅
の
営
業
時
間

　６
時
45
分
～
21
時
15
分
（
窓
口
時
間
６
時

45
分
～
13
時
、
14
時
～
21
時
15
分
）
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
時
間
は
無
人
と
な

り
ま
す
。

②
窓
口
業
務
の
主
な
内
容

〇
出
札

　自
動
券
売
機
で
の
乗
車
券
販
売
対

応
や
乗
車
券
類
の
払
い
戻
し

〇
集
改
札

　
乗
車
券
確
認（
ス
タ
ン
パ
ー
押
印
）

　
使
用
済
乗
車
券
回
収
／
乗
り
越
し
精
算

〇
旅
客
案
内

　
列
車
発
着
ア
ナ
ウ
ン
ス
／
列
車

時
刻
・
乗
り
替
え
等
の
問
合
せ
対
応

〇
遺
失
物
取
扱

　
拾
得
物
管
理
・
捜
索
対
応

〇
掲
示
物
（
ポ
ス
タ
ー
等
）
の
取
り
扱
い
対
応

〇
駅
、
ホ
ー
ム
の
清
掃

無人駅

■
黒
姫
駅
の
窓
口
業
務
時
間

■
駅
業
務
の
運
営

長  

野

問総務課まちづくり企画係
 ☎（２５５）５９２０
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福祉の職場説明会を開催

ハローワーク長野と長野県福祉人材セ
ンターでは、福祉の職場説明会を開催
します。事業所や仕事の説明、就職面
談を受けることができます。
■日時　３月４日水　13：00～16：00
■会場　メルパルク長野
■内容　福祉事業所の方と直接面談が
できます。詳しくは長野労働局または
長野県福祉人材センターのホームペー
ジをご覧ください。
問ハローワーク長野
☎（２２８）１３００

働くことの相談会を開催

相談支援事業所、就労移行支援事業
所なども多数参加します。障がい手帳
の有無を問いませんので、「働くこと」
について相談したい方やご家族の方の
参加をお待ちしています。
■日時　2月17日火13:30～ 16:30
■場所　メルパルク長野
※入場無料、事前参加申込不要
問特定非営利活動法人 障がい者雇用
支援ネットワークながの
☎（２１４）３７３７

長野県シニア大学学生募集

今まで培った知識や経験を活かし、交
友の輪を広げ、積極的に地域活動をし
てみませんか。
■対象者　概ね60歳以上の県内在住者
■学習期間　２年間　60時間／年（年
間15日×4時間程度）
■授業料　年額 8,500円（他に教材費
等の自己負担あり）
■申込期限　2月27日金
申込書は住民福祉課福祉係にあります。

期限までに持参または郵送（２月27日
消印有効）してください。
問住民福祉課 福祉係
☎（２５５）１１７９

北信地区合同就職面接会

ハローワーク長野･篠ノ井･飯山･須
坂では、学生および求職者の就職支援
を目的に、就職面接会を開催ます。
■対象者
◎平成27年３月大学・短大・高専・専修
学校等卒業予定者（卒業後概ね3年以
内の既卒者含む）
◎概ね45歳以下の一般求職者
◎U・Iターン就職希望者
■日時　２月20日金13：00～16：00
■会場　メルパルク長野
■内容　約 80社の採用予定のある企
業人事採用担当者と直接面接できます。
詳細はハローワーク長野のホームペー
ジをご覧ください。
※入場無料、事前参加申込不要
問ハローワーク長野 学生就職支援室
☎（２２８）０９８９

予備自衛官補を募集

■予備自衛官補
自衛官未経験者を予備自衛官補として
採用し、普段は社会人として学業・職業
に従事しつつ社会に貢献する新しいカ
タチです。
◎資格　一般：18歳以上34歳未満の者
／技能：18歳以上で国家資格等を有す
る技能に応じ53歳～55歳未満の者
◎受付　1月8日木～3月24日火
◎試験　4 月10日金～ 4月14日火の
いずれか指定する1日
問自衛隊長野地方協力本部 長野地域事務所  
☎（２３５）６０２６

県営住宅 県下統一募集

県内の県営住宅の募集内容が、2月10
日頃に決まり、統一募集を実施します。
募集する県営住宅や応募方法などの詳
細な内容については、お問い合わせく
ださい。
■受付期間　
2月18日水～2月27日金
（期間中の土日も受付をします）
問長野県住宅供給公社 県営住宅課
☎（２２７）２３２２

「すまい給付金」を受付中！

国土交通省では、平成 26年 4月の消
費税率 8％の引き上げに伴い、住宅取
得の負担を緩和するため、取得者に最
大 30万円を給付する支援措置を実施
しています。詳細については、お問い
合わせください。
■対象者　新築・中古住宅の取得者
■申請期限　引き渡しから1年以内
■給付額　収入に応じて最大30万円
■その他　住宅ローン減税と併用可能
問すまい給付金事務局
☎０５７０（０６４）１８６
http://sumai-kyufu.jp

自動車の登録・検査手続き
はお早めに

毎年、３月下旬は自動車の検査・登録
申請が多く、窓口が大変込み合います。
車検の手続きは、１か月前から受検で
きますので２月下旬までに。廃車・名義
変更等の手続きは、３月中旬までに申
請されるようお願いします。
問長野運輸支局
登録 ☎０５０（５５４０）２０４２
検査 ☎（２４３）５５２５

Living information

暮らしの情報
2015

2

ひとときの会からのお知らせ

行けるの?! 冬の苗名滝
滝でエネルギーチャージ

冬は閉ざされる苗名滝。高沢発電所側からの冬ならではのルートでスノーシュー
（西洋かんじき）をはいて、大迫力の滝を上から眺めましょう。行きはゆっくりと登り、
帰りは尻滑りで遊びながら下ってきます。 ※天候・積雪状況でコース変更あり

■日時　2月24 日火 午前9時～ 12 時過ぎ
■集合　山桑集会場駐車場
■費用　300 円 ( 保険料ほか）
■持物　スキーに準じた防寒（防寒着・手袋・帽
子）／温かい飲み物／スノーシュー（無料レンタ
ル有）／アルペンストック（無料レンタル有）
■募集人数　10 名

お申し込みは 2月23日月までに 産業観光課 癒しの森係　☎（２５５）５９２５へ

問住民福祉課 環境係 
☎（255）5924

小型家電の収集
小型家電の収集を行います。料金はかかりません。お
持ちの際は、電池・バッテリーを外してください。また、
個人情報が含まれる製品は消去をお願いします。

○対象品目：携帯電話／カメラ／DVDデッキ／ゲーム
機／電子レンジ／掃除機／電気炊飯器／ファンヒーター
／電動式時計／プリンター／パソコンなど
○収集できないもの：テレビ／洗濯機／冷蔵庫／乾燥
機／冷凍庫／エアコン／充電式バッテリー／電池など

■収集日：2 月１5 日日　午前９時～11時
■場　所：役場正面駐車場
※地区集積所では収集しません ご家庭で使用した家電製品が広

く対象となります。詳しくは環
境係にお問合せください。

オ
フ
ト
ー
ク
し
な
の
自
主
番
組

1乳児健診（４・7・10か月児）  保健センター
2月19日木／受付：12：30～12:45（7・10か月
児）／12：45～13:00（4か月児）

4か月児／対象：平成26年10月生
7か月児／対象：平成26年7月生

10か月児／対象：平成26年4月生

2幼児健診（１歳半・3歳児）     保健センター
3月13日金／受付12:30～12:45 
1歳半児／対象：平成25年7・8月生
3歳児　／対象：平成24年1・2月生

3予防接種外来（予約制）　   　    信越病院
毎週月・木／受付14:00～15:00 
※希望日の4日前までに予約してください
※予防接種は一般外来でも承りますが、その
場合も予約が必要です

4よろず相談     　　　　子育て支援ルームなかよし
2月18日水／10:30～11:30
子育ての相談・計測

5すこやか料理教室       　    保健センター
2月5日木／9：45～13：30／内容：郷土料理と
豆乳料理／申し込み：3日前まで

6精神保健相談　       長野保健福祉事務所
2月13日金／13:30～／不眠･アルコール依存･
人間関係･引きこもりなど、本人・ご家族の心の相
談を精神科医がお受けします。（要予約）

7母乳相談　　　       　 子育て支援ルームなかよし 
2 月 2 日月 /9 日月 /17 日火 /23 日月
9:00 ～ 13:00 ／母乳育児の相談、乳房マッ
サージ、体重測定

8あそびの会　 　　       子育て支援ルームなかよし
2 月 26 日木／ 10:30 ～ 11:30 ／内容：ひな
人形製作

9園庭開放　　　　　　　　　　各保育園
2月16日月／9:00～11:00

▶問い合わせ先

1～2・4～5 保健予防係 ☎(255)3112
3 信越病院小児科外来 ☎(255)3100
6 長野保健福祉事務所 ☎（225）9045
7・8 なかよし相談員 ☎090(4382)6832
9 野尻保育園 ☎(258)2345／柏原保育
園 ☎(255)3740／古間保育園 ☎(255)2201
／富士里保育園 ☎(255)3416

問住民福祉課環境係　☎（255）5924

２月資源物収集
4日水 容器包装プラスチック

18日水 容器包装プラスチック
※枡形不燃物最終処分場への搬入は 11 月末

で終了しています。

新聞紙・折込チラシ
（一緒に束ねてもよい）

出し方
種類別に紐で十字
に束ねてください

雑誌・雑がみダンボール

牛乳パック
毎年、古紙以外の混入が見受けら
れますので、きちんと分別をお願
いします。（プラスチック製ファイ
ル／ファイルの綴じ金具／メール
便・封筒などのプラスチック製窓
枠／付録等のＣＤ・ＤＶＤなど）

問住民福祉課 環境係 
☎（255）5924

古紙の収集
古紙の収集を行います。出し方を
ご確認の上排出してください。なお、
例年混雑しますので、駐車場での事
故にご注意ください。

■収集日：2 月１5 日日
■時　間：午前９時～11時
■場　所：役場正面駐車場
※地区集積所では収集しません
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月 23日 詩吟の時間
火 24日 税務署だより
水 毎週 保健だより

木
12日 消防だより
19日 交番だより

金 27日 一茶ふるさと俳句（厳寒）

土
14,28日 ふるさとの民話

21日 学校だより

毎週火曜日は、時間外窓口受付を行います

2月3日 /10日 /17日 / 24日
午後5:15～午後7:00　【祝祭日除く】
◉税金･各種料金の支払い ( ※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明／
印鑑証明の発行　

※内容によっては発行できない場合もあります。
※通常業務日と異なり、一般的な相談業務などは行っていません。



人口 9,087 人　男 4,438 人　女 4,649 人　世帯数 3,420 世帯　（1月１日現在）

7
名
が
長
野
県
代
表
と
し
て

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に

出
場
し
ま
す
！

アルペンスキークロスカントリースキー

男子クラシカル 3 位
男子フリー 6 位

外
と や

谷 涼
り ょ う た

太 さん

(9 年）

男子クラシカル10 位

松
ま つ む ら

村 恵
け い ご

吾 さん

(9 年）

女子クラシカル 8 位

笠
か さ は ら

原 芽
め い

生 さん

(8 年）

女子スラローム 2 位

若
わ か つ き

月 新
あらた

 さん

(9 年）

女子ジャイアントスラローム 7 位

雲
く も の

野 チェルシー さん

(9 年）

女子スラローム 5 位

若
わ か つ き

月 夕
ゆ う か

果 さん

(7 年）

男子スラローム10 位

髙
た か だ

田 隼
し ゅ ん の す け

之介 さん

(7 年）

第53 回長野県中学校総合体育大会冬季大会スキー競技会が、1 月 16 日～ 18 日

にかけて小谷村で行われ、信濃小中学校の生徒 7 名が全国大会への出場を決め

ました。第 52 回全国中学校スキー大会は、2 月 5 日～ 8 日にかけて青森県大
おおわにまち

鰐町

の青森あじゃらクロスカントリーコース（クロスカントリースキー）、大鰐町温泉ス

キー場（アルペンスキー）で行われます。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

■
発

行
:信

濃
町

役
場

総
務

課
　

■
編

集
:総

務
課・信

濃
小

中
学

校・博
物

館
〒

389-1392
長

野
県

上
水

内
郡

信
濃

町
大

字
柏

原
428-2　

■
印

刷
:な

が
の

コ
ロ

ニ
ー

■
TEL：

026（
255）3111　

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ： http://www.town.shinanom
achi.nagano.jp　
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報
担
当
を
し
て
い
る
と
、園

児
か
ら
中
学
生
と
接
す
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、高
校

生
以
上
に
な
る
と
、ほ
と
ん
ど
接

す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
月

号
で
は
短
大
生
や
高
校
生
に
写
真

を
取
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
突

然
の
お
願
い
に
も
快
く
受
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
学
生
以
上
の

若
い
人
た
ち
も
、も
っ
と
広
報
に

掲
載
で
き
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
、感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。（
水
）

◆
新
年
が
明
け
て
か
ら
、も
う

1
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
早
い
で

す
ね
。
最
近
、次
世
代
ゲ
ー
ム
機

で
ゲ
ー
ム
を
す
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
ド
キ
ド
キ
と
ワ
ク
ワ

ク
の
中
、ゲ
ー
ム
を
し
て
み
た
と

こ
ろ
、「・・・
す
ご
い
」の
一
言
。

も
は
や
実
写
で
す
。
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
ゲ
ー
ム
っ
ぽ
さ
は
残
し
て
あ

り
、バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
こ
の
１
ヶ
月
間
で
も

様
々
な
技
術
が
進
歩
し
て
い
る
と

思
う
と
、先
が
楽
し
み
に
な
り
ま

す
ね
。（
は
っ
と
り
）

編
集
後
記 

美しい
　　 　おいしい

安心豊か

自然の恵みを楽しむ町

「信濃町出身です」と誇れるふるさと

町の将来像
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